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本日の内容

１ 福岡市科学館特定事業の概要

２ 官民連携事業における地域金融機関の役割（一般論として）

３ 福岡市科学館特定事業における事業者との連携

４ 事業の波及効果

５ 最後に
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１ 福岡市科学館特定事業の概要

施設配置のイメージ
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１ 福岡市科学館特定事業の概要

供用開始、維持管理・運営期間
2017年10月

～2032年9月

設計・施工期間、開業準備期間
2016年3月

～2017年9月

事業契約締結2016年3月

優先交渉権者の決定・公表2015年10月

提案審査書類受付締切2015年9月

募集要項等の公表2015年7月

特定事業の選定2015年6月

対面対話の実施

事業契約書（案）・優先交渉権者決定基準（案）公表
2015年5月

実施方針・要求水準書（案）公表2015年3月

福岡市の新科学館を考えるｻｲｴﾝｽｶﾌｪ
2014年9月

～11月

（仮称）福岡市青少年科学館基本計画策定2014年5月

こども・市民・ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ、有識者ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2013年8月

～11月

（仮称）福岡市青少年科学館基本構想策定2012年10月

少年科学文化会館基本構想検討委員会設置

（2012年6月まで8回開催）
2011年3月

スケジュール

※ 福岡市公表資料より
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１ 福岡市科学館特定事業の概要

事業の基本理念

（１）子どもたちが体験し、楽しむことで、自由に、自発的に学べる科学館

（２）福岡の人や資源と連携し、福岡の将来を担う人材を育成する科学館

（３）子どもたちと双方向に関わり、交流し、みんなで育てる科学館

（４）評価・改善により、いつ来ても新鮮で、いつ来ても楽しめる科学館

※要求水準書より抜粋

事業の特色

（１）一部独立採算を含む事業

（２）定期的な展示品更新が必要（事業収支が年度によって変動）

⇒ 事業計画が重要

（３）民間施設への賃貸入居

⇒ 地元建設会社の出番

（４）科学館運営や、プラネタリウムの設置など、事業者が限られる

⇒ 中央企業のノウハウが必要

年間来館者数目標

50万人
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２ 官民連携事業における地域金融機関の役割（一般論として）

現状把握・計画策定 事業化 事業者選定 事業実施

■ 公共施設の現状把握／方針・計画の策定

■ ＰＰＰ導入可能性調査の実施

他の自治体、地元事業者等との関係

を活かした情報提供

弊行ネットワークを活用した案件組成

支援

中央金融機関、事業者、外部コンサルタント 等

■ 個別案件の選定／入札・落札

■ 運営期間中の対応

エージェントとしての役割
・事業運営期間中の能動的かつきめ細かな

モニタリング

ファイナンシャルアドバイザーとしての

役割
・資金計画の作成支援及び検証

・資金調達面のアドバイス

・プロジェクトファイナンスのアレンジ

（融資関連契約のドキュメンテーション等）



6

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                         

 
 
 
 
   
 
   

 

ｻー ﾋﾞ ｽ購入費の支払 

 

福岡市 

金融機関（ 融資団）  
 

・ 西日本ｼﾃｨ銀行 
・ 福岡銀行 

［ 設計・ 設計監理］  

･㈱NTT ﾌｧｼﾘﾃｨ ｽー゙  

･㈱匠建築研究所 

［ 展示設計･製作］  

･㈱ﾄ ﾀーﾙﾒﾃ゙ ｨｱ開発研究所 

出資者  

㈱ﾄ ﾀーﾙﾒﾃ゙ ｨｱ開発研究所      

ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾌﾟ ﾗﾈﾀﾘｳﾑ㈱           

凸版印刷㈱         

㈱NTT ﾌｧｼﾘﾃｨ ｽー゙              

宮川建設㈱         

日建建設㈱          

㈱島田電気商会        

㈱匠建築研究所       

劣後融資 

㈱民間資金等活用事業推進機構 

配当 

出資 

融資（ ﾌﾟ ﾛﾌｧｲ）

融資契約

元利償還 

設計・ 建設・ 維持 

管理、 運営ｻー ﾋﾞ ｽ 

劣後融資 

元利償還 

Ｓ Ｐ Ｃ （ 特定目的会社）  

● 代表企業： ㈱ﾄ ﾀーﾙﾒﾃ゙ ｨｱ開発研究所 

● 出 資 金： １ ０ ０ 百万円 

● Ｓ Ｐ Ｃ 所在地： 福岡市内 

● 事 務 局： ㈱ﾄ ﾀーﾙﾒﾃ゙ ｨｱ開発研究所 

● 法務･財務： 凸版印刷㈱ 

フ ァ イ ナンシャ ルアド バイ ザー 

・ 西日本ｼﾃｨ銀行 

Ｐ
Ｆ
Ｉ 

事
業
契
約 

直接協定

［ 開業準備］  

･凸版印刷㈱ 

［ ﾌﾟ ﾗﾈﾀﾘｳﾑ製作･運用］

･㈱ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾌﾟ ﾗﾈﾀﾘｳﾑ㈱ 

［ 内装･設備］  

･日建建設㈱ 

･㈱島田電気商会 

･山本設備工業㈱ 

･宮川建設㈱ 

［ 維持管理］  

･㈱NTT ﾌｧｼﾘﾃｨ ｽー゙ 九州 

［ 運営］  

･㈱ﾄ ﾀーﾙﾒﾃ゙ ｨｱ開発研究所 

･㈱福岡市民ﾎー ﾙｻー ﾋﾞ ｽ 

［ ｺﾝﾃﾝﾂ製作］  

･凸版印刷㈱ 

･㈱NHK ｱー ﾄ 

･㈱NHK ｴﾃ゙ ｭｹー ｼｮﾅﾙ 

［ 広報］  

･凸版印刷㈱ 

･㈱西日本新聞社 

損害保険会社・ 弁護士・ 会計士 

 

来館者 

入館料等

３ 福岡市科学館特定事業における事業者との連携
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３ 福岡市科学館特定事業における事業者との連携

（１）FA（フィナンシャルアドバイザー）

・事業収支計画の策定支援、提案書作成

・コンソーシアムメンバー会議への参加

※提案時の資金計画等を担当（狂えば提案自体成立

しない大事な役割）

（２）案件組成

・福岡銀行、民間資金等活用事業推進機構の招聘

※地元二行での協調支援 ＋ 収支変動リスクへの対応

（３）エージェント業務

・15年間のモニタリング（運営方法についての定期的な協議）

※事業がうまくいっているか、公共サービスがストップしないための事後管理

（４）その他

・特別展示ブースの出展

※地場金融機関として、地元企業の優れた技術を紹介
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３ 福岡市科学館特定事業における事業者との連携

※ 当行 face bookより

微力ながら・・・
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４ 事業の波及効果

※ 平成31年度ふくおかしの家計簿より

年間来館者目標50万人に対して

150万人の来館者数！！

来館者数
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４ 事業の波及効果

平成29年度地下鉄七隈線利用者数

10月の科学館開業以降、一日あたりの六本松駅利用者増加！！
平成30年度福岡市営地下鉄事業概要より抜粋
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５ 最後に（福岡市科学館特定事業を通じて感じたこと）

従来の官民関係による事業 新たな官民関係（官民連携）による事業

官

施策目標

民間

官の目標達成のため
の実行プロセス

官が自らの責任と資金の範囲内で事業を実施

・施策への協力
・建設、サービス提供

対価（金銭）

施策目標達成のため、官と民がそれぞれ担う役割を分担し、
それぞれの責任と資金により、事業を協働で実施する

官の目標達成のための
実行プロセス
（公益性の確保）

民の目標達成のための
実行プロセス
（効率化の追求）

互恵関係

戦略的パートナーシップ

従来の調達の枠組みの中での官民の関係は、官の目標達成プロセ
スに民が金銭によって調達される従属関係。
民の活動は、官から対価を得ることのみ。

官との従属関係

施策目標

官によって民が調達されるのではなく、共有する目標を達成するために官民が協
働するパートナーとしての互恵関係。

官 民間

民間企業は、事業への出資や人材投入、あるいは融資などにより、事業のリスクを負担（すなわち、その投入した資源が毀損する可能
性を受容）する一方で、その事業が成功した場合には、その成果（報酬等）を得ることが活動の源。

リスク負担とリターン享受に対する主体的な関与が、その事業を最も効率的、合理的、安定的に実施するインセンティブ。

従って、単純なアウトソーシングでは、民間の創意工夫のエネルギーを引き出すことができない（表面的な人件費の圧縮などに効果が
限定されてしまう）。

今後構築すべき「官民連携」は、民間が主体的に事業運営に取り組み、そのリターンを最大化するインセンティブのある方式が望ましい。
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ご清聴

ありがとうございました


